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　上記の人口・世帯数は、平成22年国勢調査人口
を基礎とし、その後の住民基本台帳による異動数

（出生・死亡・転入・転出者数）を加減したものです。
問政策審議室☎（632）2124

平成27年1月1日現在 （前月比）
人口

世帯 221,459世帯（＋5世帯） 

総数…518,097人 （＋7人）
男　…258,154人 （－1人）
女　…259,943人 （＋8人）

転入 1,161人
出生　395人

転出 1,148人
死亡　401人（ ）

　「広報うつのみや」は、見やすい文字「ユニ
バーサルデザインフォント」を使用しています。

よりやさしい文字で広報します

今月　 表紙の

ボランティアガイドのお薦めスポット

平和観音
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ブログ
「ミヤリー日記」で
宇都宮をPRしているよ。
見てね！

ミヤリー日記 検索

　大谷採掘場跡の岸壁に刻まれた巨大な平和観音は、
大谷寺の南側に位置し、御前立観音として彫像され
ました。第二次世界大戦による戦没者の霊を弔い、
併せて世界平和を祈念して、彫刻家飛田朝次郎氏に
よって、昭和23年9月から29年12月まで6年余りの
歳月を費やして制作されました。そして昭和31年5
月に、日光山輪王寺門跡菅原大僧正によって開眼供
養がなされました。その大きさは、顔の長さ5メート
ル、高さは、カトリック松が峰教会の十字架先端ま
での高さと同じ27メート
ルです。

　みんなのおかげでミヤリーの宇都宮PR
の仕事も4年目に入り、感謝の気持ちを
込めて12月13日にオリオンスクエアで「ミヤリーのミヤラー感謝
祭」を開催したよ。
　ミヤリーコレクション(ファッションショー)や応援に駆け付けてく
れたご当地キャラクターのPRタイム、今までのミヤリーの活動を撮っ
たデジタル写真鑑賞会など、とっても楽しかった。　　
　こんなに応援してもらってるから、ミヤリー、これからも宇都宮の
PR、頑張る！ミヤリーファンの「ミヤラー」のみんな、ありがとう！

　広報うつのみや平成26年10月
号～3月号の表紙で、市文化財
ボランティアガイドの伊澤一彰
さんの作品を紹介しています。

かず あき ネットワーク型コンパクトシティ
広報うつのみや＋

プラス

ぜきもん

N
城山中 70

188

293293

平和観音
大谷景観公園

姿
川

城山中央小

1

古いまちの呼び名と
こぼれ話を紹介します

山本2丁目

小川　擁子さん

杉原町
すぎ はら ちょう

現在の馬場通り1丁目・本町の一部辺り

◀現在の都橋
▲昭和30年ごろの杉原町

宮はつらつ     っこ
今、輝いている市民
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昨
年
11
月
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、
ア
メ
リ
カ
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ン
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催
さ
れ
た
、
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界
で
３
本
の
指
に
入
る
権
威

の
あ
る
ダ
ン
ス
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ン
テ
ス
ト
と

い
わ
れ
る
「
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I
B
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」
の
ジ

ュ
ニ
ア
部
門
で
、
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崎
拓
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さ
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す
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、
優
勝
し
ま
し

た
。
田
崎
さ
ん
は
昨
年
夏
に
国

内
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
、

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
27
人

が
参
加
す
る
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト

の
一
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
な
ど
に
は
メ
ン
バ
ー

で
泊
ま
り
込
み
の
日
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を
送
り
、

１
日
６
時
間
以
上

の
練
習
を
重
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ま

し
た
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で
も

苦
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辛
い
と

思
っ
た
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始
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た
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が
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厳
し
い
練
習
も
、

こ
れ
が
世
界
一
に
つ
な
が
る
な

ら
と
思
え
ば
頑
張
れ
ま
し
た
。

夢
が
あ
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
来

れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
田
崎
さ
ん
が
ダ
ン
ス
を
始
め

た
の
は
小
学
２
年
生
の
時
。
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
E
X
I
L
E
の
ラ
イ

ブ
を
見
て
「
自
分
も
ダ
ン
ス
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
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。
「
毎

日
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踊
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と
い
う
よ
り
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し
く
て
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方
な
か
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た
」
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を
振
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。

　
今
後
の
目
標
は
「
ま
ず
は
、
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の
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I
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で
２
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覇
す

る
こ
と
で
す
」
と
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顔
の
田
崎

さ
ん
。
思
い
は
、
次
の
夢
へ
向

け
て
走
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
付
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は
、
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荒
山
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の
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地
か
ら
続
く
林
に
杉
の
木

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
杉
原

町
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
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。
江
戸

時
代
は
古
着
屋
・
木
綿
屋
・
桶

屋
な
ど
が
軒
を
並
べ
た
町
人
町

で
、
池
上
町
と
の
境
の
池
上
橋

（
現
在
の
都
橋
）は
城
下
随
一
の

名
橋
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
杉
原
町
は
、
か
つ
て
は
と
て

も
住
民
が
多
く
、
私
が
通
っ
た

昭
和
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代
の
昭
和
小
学
校
は

１
ク
ラ
ス
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人
以
上
で
、
同
級

生
は
300
人
以
上
い
ま
し
た
。
夏

の
体
育
の
授
業
で
は
、
八
幡
山

公
園
の
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
ん
な
杉

原
町
の
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場

は
、
二
荒
山
神
社
の
裏
参
道
を

上
が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
広

場
や
旧
市
役
所
前
の
池
で
し
た
。

裏
参
道
の
上
の
広
場
で
は
ど
ん

ど
焼
き
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
燃
え
残
っ
た
し
め
飾
り
の

小
判
型
の
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を
拾
っ
て
お
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ち
ゃ
に
し
て
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し
た
。

　
ま
た
、
杉
原
町
の
み
こ
し
と

山
車
は
戦
災
で
焼
失
し
て
い
た

の
で
、
お
祭
り
の
時
に
は
、
子

ど
も
な
が
ら
に
、
他
の
町
の
み

こ
し
を
う
ら
や
ま
し
く
見
て
い

ま
し
た
。

　
お
使
い
の
帰
り
道
に
は
、
近

所
の
人
が
声
を
掛
け
て
く
れ
た

り
、
あ
め
を
く
れ
た
り
す
る
な

ど
、
住
民
同
士
が
自
然
と
会
話

す
る
、
人
情
味
あ
る
時
代
だ
っ

た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

ま
す
。
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▲Izumi Dance Company Jr （田崎さんは右下）




